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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　雨水を流す排水管路に配設され、雨水を地中に浸透させるための雨水浸透桝であって、
　壁面部に複数の第１の貫通孔が形成され、上部の開口部に蓋が取付けられる桝本体と、
　この桝本体の前記壁面部の少なくとも筒状部を囲って設けられ、前記壁面部の周囲にス
ペースを形成するような形状を有し、かつ複数の第２の貫通孔が形成されたスペース形成
部材と、
　このスペース形成部材を囲って設けられ雨水が透過可能な透水性シート材とを備え、
　前記スペース形成部材は板材により一体的に形成されており、また、このスペース形成
部材は、前記スペースを形成するために一体的に膨出形成された複数の突起部を備えてお
り、
　前記桝本体の前記筒状部には前記スペース形成部材が円筒状に巻き付けられていること
を特徴とする雨水浸透桝。
【請求項２】
　板材により一体的に形成されて復元力を有する前記スペース形成部材は、前記桝本体の
前記筒状部に巻き付けられた状態でバンドにより締め付け固定されていることを特徴とす
る請求項１に記載の雨水浸透桝。
【請求項３】
　前記スペース形成部材は、前記桝本体壁面部の前記筒状部および底部の一方または両方
に、一層または複数の層状に設けられていることを特徴とする請求項１または２に記載の
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雨水浸透桝。
【請求項４】
　前記桝本体は、前記開口部の径より下部の径の方が大きい形状をなしていることを特徴
とする請求項１，２または３に記載の雨水浸透桝。
【請求項５】
　請求項１ないし４のいずれかの項に記載の雨水浸透桝を設置する施工方法であって、
　前記雨水浸透桝を地中に設置するための大きめの穴を掘り、この穴の中に前記雨水浸透
桝を設置し、この雨水浸透桝に配管を接続し、その後、前記雨水浸透桝の周囲の空間部に
砂を充填することを特徴とする雨水浸透桝の施工方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、地中に埋設される雨水用の排水管路に接続され、雨水を地中に浸透させるため
に宅地などに設置される雨水浸透桝およびその施工方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
雨が降ると、雨水は地表から地中に浸透するとともに、残りの雨水は雨水用の排水管路を
通って河川に流れて行く。一方、地中に浸透した水は、地下水となって一部は有効に利用
されるとともに、時間をかけて徐々に河川に流れる。その結果、河川の水量はそれほど大
きく変化することはない。
しかしながら、都市開発や宅地開発などが進み地表も舗装されるにつれて、雨水が地中に
浸透する機会が次第に少なくなっている。そのため、雨が降った時には、雨水の大部分は
地中に浸透せずに河川に一度に流れ込むので、河川の水量は一時的に多くなって水位が急
激に上昇し、豪雨の時には氾濫する恐れもある。
一方、雨が降らない日が続くと、地中に含まれている水量が少ないので植物は育ちにくく
、また、河川に流れ込む水量も極めて少なくなって河川の水位が下がる。極端な場合には
、河川の水がほとんどなくなるといった風景も珍しくない。その結果、河川に流れ込む生
活排水などが希釈されないで、河川やその下流の湖などが次第に汚染され、魚など生物が
住みにくい環境に変わっていく。
この対策としては、地中に含まれる水の量を増やして、天候の変化による河川の水量の変
動をなるべく抑制することが望ましい。
【０００３】
ところで、住宅の宅地には、台所，風呂，トイレなどから排出された排水を流すための排
水管路が設けられているが、通常この排水管路とは別に、雨水を流すための排水管路も設
けられている。
上述のような環境の悪化を防止する各種の対策の一つとして、雨水を地中に浸透させるた
めの雨水浸透桝を排水管路に接続する場合があり、地方自治体によってはこの雨水浸透桝
の設置を義務付けている地域もある。
【０００４】
図１３は、従来の雨水浸透桝を地中に設置した状態を示す正面断面図である。図１３に示
すように、雨水浸透桝５を設置する場合には、従来は、地中に穴１を掘って、穴１の底部
に砂２を敷いたのち穴１の全体に大きな透水シート３を敷き、その後、透水シート３の上
に砕石４を投入するとともに、雨水浸透桝５を所定位置に設置する。砕石４を透水シート
３で囲うのは、周囲の土砂が砕石４の間の隙間に侵入しないようにするためである。
この雨水浸透桝５には、雨水が通過するための多数の貫通孔６が形成されている。この貫
通孔６があるので、雨水浸透桝５の周囲に土や砂を充填すると、土や砂が貫通孔６から雨
水浸透桝５の内部に入ってしまう。これを防止するために、雨水浸透桝５の周囲の空間部
には砕石４を充填している。
砕石４の充填後は、透水シート３で砕石４を覆った後、穴の上部を土などで埋め戻すこと
により、雨水浸透桝５の設置作業が完了する。
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【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
このように雨水浸透桝５を設置する際には、雨水浸透桝５，透水シート３，砂２，砕石４
など多種類の材料を手配し設置現場に搬入して、前記手順で施工する。そのため、これら
各種材料の手配，搬入および施工が煩雑であり、設置作業に時間と手間がかかっていた。
特に、大きな透水シート３を設置する作業が困難であった。すなわち、透水シート３を穴
の中に敷いて砕石４を投入する時に、多くの人手が必要であり、また、透水シート３が、
砕石４とともに穴１の中に引きずり込まれたり破れることもあった。
また、砕石４は重いので運搬や施工時の作業者の負担が大きく、また、工事ごとに少量の
砕石を手配するのも面倒である。しかも、施工後に余った砕石４を宅地内に残していくと
、庭の整地作業や芝を貼る作業の邪魔になる。
これらの理由から、砕石を使わないで雨水浸透桝を設置することができる技術が望まれて
いた。
【０００６】
その他の従来技術として、雨水浸透桝に植物繊維たとえば「やしの実」の繊維を巻き付け
ることにより、雨水浸透桝の周囲にスペースを設けて浸透能力を向上させる技術も知られ
ている。
しかし、この場合には、時間が経つとやしの実の繊維が地中で次第に腐敗するので、地中
のスペースを支えるものがなくなってこのスペースが収縮する。その結果、雨水浸透桝の
周囲の地盤が沈下するとともに雨水の浸透能力も低下するので、やしの実の繊維では耐久
性に課題があった。
さらに、その他の従来技術として、雨水浸透桝の周囲に発泡スチロールなど発泡材に通水
性を持たせて巻き付ける場合もあった。しかしながら、この場合には、大雨などで地中の
水量が多くなった時に、地中の水の浮力で発泡材が地上に浮上する恐れがあった。
【０００７】
本発明は、このような課題を解決するためになされたもので、砕石を使用しないでも雨水
の浸透能力があり、設置現場での施工が容易で十分な耐久性のある雨水浸透桝およびその
施工方法を提供することを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　上述の目的を達成するため、本発明にかかる雨水浸透桝は、雨水を流す排水管路に配設
され、雨水を地中に浸透させるための雨水浸透桝であって、壁面部に複数の第１の貫通孔
が形成され、上部の開口部に蓋が取付けられる桝本体と、この桝本体の前記壁面部の少な
くとも筒状部を囲って設けられ、前記壁面部の周囲にスペースを形成するような形状を有
し、かつ複数の第２の貫通孔が形成されたスペース形成部材と、このスペース形成部材を
囲って設けられ雨水が透過可能な透水性シート材とを備え、前記スペース形成部材は板材
により一体的に形成されており、また、このスペース形成部材は、前記スペースを形成す
るために一体的に膨出形成された複数の突起部を備えており、前記桝本体の前記筒状部に
は前記スペース形成部材が円筒状に巻き付けられている。
　板材により一体的に形成されて復元力を有する前記スペース形成部材は、前記桝本体の
前記筒状部に巻き付けられた状態でバンドにより締め付け固定されているのが好ましい。
　なお、前記スペース形成部材は、前記桝本体壁面部の前記筒状部および底部の一方また
は両方に、一層または複数の層状に設けられているのが好ましい。
　また、前記桝本体は、前記開口部の径より下部の径の方が大きい形状をなしているのが
好ましい。
　前記雨水浸透桝を設置する本発明にかかる施工方法は、前記雨水浸透桝を地中に設置す
るための大きめの穴を掘り、この穴の中に前記雨水浸透桝を設置し、この雨水浸透桝に配
管を接続し、その後、前記雨水浸透桝の周囲の空間部に砂を充填する。
【０００９】
【発明の実施の形態】
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以下、本発明にかかる実施の形態の一例を図１ないし図１２を参照して説明する。
（第１の実施形態）
図１ないし図５は第１の実施形態を示す図で、図１は宅地における雨水用の排水管路を示
す概略平面図、図２は雨水浸透桝の正面図で一部を断面で示している。図３は図２の平面
図、図４は図２に示す雨水浸透桝の斜視図で、スペース形成部材を取付けた状態を示して
いる。図５は図２に示す雨水浸透桝を地中に設置した状態を示す正面断面図である。
【００１０】
図１に示すように、宅地１０内に住宅１１がある場合に、住宅１１の屋根１２に降った雨
水は、とい１３を流れて雨水ため桝１４に流れ込み、庭１５などで地中に浸透しなかった
雨水も、雨水ため桝１４に流れ込む。
図１では、宅地１０内に四つの雨水ため桝１４が設置された場合を示している。この雨水
ため桝１４は、通常は地中に埋設されているが地上に設置してもよい。所定の雨水ため桝
１４どうしは、雨水を流すための雨水管１６により接続されている。
雨水ため桝１４の下流側には、雨水を地中に浸透させるための一つまたは複数の雨水浸透
桝２０が設置され、地中に埋設されている。本実施形態では、二つの雨水浸透桝２０が、
雨水管１６により雨水ため桝１４にそれぞれ接続されており、二つの雨水浸透桝２０どう
しも雨水管１６により接続されている。
下流側の雨水浸透桝２０には、この雨水浸透桝２０でオーバーフローした雨水を道路１８
の側溝１９に流すためのオーバーフロー管１７が接続されている。とい１３，雨水ため桝
１４，雨水浸透桝２０，雨水管１６，オーバーフロー管１７などにより、宅地１０におい
て雨水を流すための排水管路２１が構成されている。とい１３の雨水ため桝１４への接続
部と排水管路２１は、地中に埋設されている。
【００１１】
次に、雨水浸透桝２０について説明する。
図１ないし図４に示すように、雨水浸透桝２０は、壁面部２５に複数の第１の貫通孔２６
が形成され上部の開口部２７に蓋２８が取付けられる桝本体２９と、桝本体２９の壁面部
２５の少なくとも筒状部を囲って設けられ、壁面部２５の周囲にスペース３０を形成する
ような形状を有しかつ複数の第２の貫通孔３１が形成されたスペース形成部材３２，３２
ａと、スペース形成部材３２，３２ａを囲って設けられ雨水が浸透可能な透水性シート材
（以下、シート材と記載）３４とを備えている。
【００１２】
桝本体２９およびスペース形成部材３２，３２ａは、ポリ塩化ビニル，ポリプロピレン，
繊維強化プラスチック（ＦＲＰ）など硬質の合成樹脂を材料として一体成形されている。
シート材３４には、天然繊維，化学繊維，合成繊維などを材料とした不織布が使用されて
いる。
桝本体２９は、上方にいくにしたがって次第に広がった有底円筒状をなしており、上端に
は、設置した時に地面部３５に位置する蓋受け枠３６が取付けられている。蓋受け枠３６
には、密閉構造の蓋２８が着脱自在に取付けられている。蓋２８を開けることにより、雨
水浸透桝２０の内部および配管の清掃ができるようになっている。
桝本体２９の壁面部２５は、円筒状部（筒状部）４０と底部４２により構成されており、
壁面部２５には、多数の第１の貫通孔２６が穿設され、底部４２には大きな穴が開いてい
る。
【００１３】
スペース形成部材３２，３２ａは、板材により一体的に形成されている。スペース形成部
材３２，３２ａは、板状部３７と、板状部３７から一体的に膨出形成された複数の突起部
３９とを備えている。
突起部３９は、板状部３７から富士山のような山形状に突出しており、湾曲した斜面を有
しているので、座屈強度が大きい。したがって、地中に埋設された雨水浸透桝２０に外方
から圧力がかかっても、突起部３９はほとんど変形しない。このような形状のスペース形
成部材３２，３２ａは、「グリパネル（商品名）」または「カスペーション」と呼ばれて
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いる。
スペース形成部材３２，３２ａ自体の強度の点から、多数の第２の貫通孔３１は板状部３
７に形成されている。なお、所定以上の強度を維持できれば、第２の貫通孔３１を突起部
３９に形成してもよい。
【００１４】
桝本体２９の円筒状部４０には、スペース形成部材３２が、突起部３９を内方に向け、板
状部３７を外方に向けた状態で、円筒状に巻き付けられている。内方の突起部３９の先端
部３８が、桝本体２９の壁面部２５に当接し、外方の板状部３７にシート材３４が巻き付
けられている。
桝本体２９の底部４２には、平たい形状のスペース形成部材３２ａが設けられている。底
部４２には大きな穴が開いているので、スペース形成部材３２ａの板状部３７を上方に（
桝本体２９側に）向け、突起部３９を下方に（外方側に）向けて配置されている。
なお、底部４２に大きな穴を開けずに、底部４２を板状にして小さな第１の貫通孔２６を
複数形成すれば、スペース形成部材３２ａを底部４２に取付けてその板状部３７を外方側
（下方側）に向けて、この板状部３７でシート材３４を支持することができる。
【００１５】
スペース形成部材３２は、復元力が大きいので、桝本体２９の円筒状部４０に巻き付けら
れた状態で合成樹脂製（たとえば、ポリプロピレン製）の複数（たとえば、二つ）のバン
ド４１により締め付け固定されている。桝本体２９の底部４２を覆うスペース形成部材３
２ａは、接着剤により桝本体２９に固着されている。
なお、このスペース形成部材３２ａをシート材３４で覆っているので、接着剤を使用しな
くてもよい。また、バンド４１と同様のバンドで、スペース形成部材３２ａを底部４２に
締め付け固定してもよい。
シート材３４は、少なくとも第１，第２の貫通孔２６，３１が形成されている部分を覆う
ように、スペース形成部材３２の全体を覆っている。側面側のスペース形成部材３２の板
状部３７が外周側に配置されているので、シート材３４は板状部３７により安定した状態
で支持されている。シート材３４は、スペース形成部材３２，３２ａの外周に、接着剤ま
たは別のバンド（図示せず）により取付けられている。
なお、バンド４１をシート材３４の外方に巻いて、バンド４１でスペース形成部材３２，
３２ａとシート材３４の両方を桝本体２９に締め付け固定してもよい。
また、凹凸状に形成された部材やハニカム材など成型部材をスペース形成部材３２，３２
ａとして使用してもよい。
【００１６】
次に、雨水浸透桝２０を設置する場合の施工方法について説明する。
図１および図５に示すように、まず最初に、雨水浸透桝２０を設置するための大きめの穴
４５を掘り、この穴４５の中に雨水浸透桝２０を設置する。次いで、この雨水浸透桝２０
に配管（流入用の雨水管１６および流出用の雨水管１６またはオーバーフロー管１７）を
接続し、その後、雨水浸透桝２０の周囲の空間部に砂４６を充填する。
施工方法をより詳しく説明すると、まず最初に、所定形状の穴４５を地面部３５から掘り
下げて形成する。この穴４５は大きい方が、雨水が地中に浸透する際の穴４５の表面積が
大きくなるので好ましい。
穴４５は、どのような形状であってもよいが、本実施形態では、水平方向の一辺の長さＬ
が雨水浸透桝２０の外径寸法Ｄよりかなり大きく、地面部３５からの深さＨaが、雨水浸
透桝２０の全長Ｈbよりかなり深い矩形状にしている。
【００１７】
この次に、従来は図１３に示すように大きな透水シートを穴に敷いていたが、本発明では
この作業は不要である。すなわち、穴４５の下部に基礎用の砂４７を投入し、この基礎用
の砂４７の上に雨水浸透桝２０を設置する。
基礎用の砂４７の量で穴４５の下部の高さを調整することにより、雨水浸透桝２０の上端
面２０ａが地面部３５とほぼ一致するように、雨水浸透桝２０を位置決めする。
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基礎用の砂４７を投入することにより、雨水浸透桝２０の設置作業の際に、穴４５の底部
５０を作業者が直接踏み固めてしまうことがなくなるので、底部５０の透水性が低下する
恐れがなくなり好ましい。
次いで、ホールソーなど加工用治具で雨水浸透桝２０の側面に二つの孔４８，４９を穿設
する。一方の孔４８には流入用の雨水管１６を挿入し、他方の孔４９には流出用の雨水管
１６またはオーバーフロー管１７を挿入する。
孔４８，４９と配管１６，１７との間に隙間がある場合には、この隙間にシート材３４と
同じ材質のパッキン材を装着しておけば、砂４６は雨水浸透桝２０の内部に侵入しない。
【００１８】
ここまでの状態で、穴４５の内面と雨水浸透桝２０との間は空間部になっている。そこで
、この雨水浸透桝２０の周囲の空間部に砂４６を所定の高さ位置Ｂまで充填する。使用す
る砂４６，４７は、土が混じって透水性の低い山砂より、透水性の高い川砂または海砂が
好ましい。
次いで、砂４６の層の上面５１に、不織布などを材料とする透水性のシート材５２を敷き
詰めた後、このシート材５２の上部に土５３を地面部３５とほぼ同一高さになるまで埋め
戻す。このようにして、雨水浸透桝２０の設置工事が完了する。
砕石と比べて砂４６，４７の空隙率は小さいので、穴４５の周囲の土５４が砂４６，４７
の層内部に侵入することはあまりない。しかし、上部の埋め戻しに使った土５３は柔らか
いので、この土５３と砂４６の層とを分離するために、シート材５２を設ける方が好まし
い。
なお、砂４６の層の上面５１の上部には、シート材５２と土５３に代えて、コンクリート
やアスファルトを充填してもよい。
【００１９】
上述のようにして雨水浸透桝２０が設置された排水管路２１において、雨天時に屋根１２
からとい１３を流れた雨水と、庭１５などで地表から地中に浸透していない雨水は、雨水
ため桝１４に流れ込んで、ここで土，砂，ごみなど固形物が沈殿する。雨水ため桝１４で
固形物が除去された雨水は、流入用の雨水管１６から雨水浸透桝２０の内部に流れ込む。
雨水浸透桝２０内に入った雨水５５は、桝本体２９の第１の貫通孔２６や底部４２の穴を
通った後、外部のスペース形成部材３２，３２ａのスペース３０および第２の貫通孔３１
を通り、さらに外部のシート材３４を通過し、砂４６，４７の層を通り、穴４５の壁面か
ら周囲の土５４の内部に浸透していく。この雨水の浸透能力は、雨水浸透桝２０およびそ
の周囲の構造，穴４５の壁面の表面積，雨水浸透桝２０内の水位高さによる水圧，穴４５
の周囲の土質などによって決まる能力である。
こうして、雨水は地中に浸透するので、雨天時に一時的に河川に直接流れ込む水量が減少
する。大雨の時などに、二つの雨水浸透桝２０の浸透能力を超える水量の雨水が一度に雨
水浸透桝２０に流れ込んだ場合には、地中に浸透しなかった一部の雨水は、一方の雨水浸
透桝２０からオーバーフロー管１７を通って側溝１９に流れ、最終的には河川に流れてい
く。
雨水浸透桝２０を使用することにより、地中に含まれる水量が多くなり、天候の変化によ
る河川の水量の変動を抑制することができるので、環境を改善することができる。
【００２０】
（第２の実施形態）
図６は、本発明の第２の実施形態にかかる雨水浸透桝６０を地中に設置した状態を示す正
面断面図で、図５相当図である。なお、第２ないし第４の実施形態において、第１の実施
形態と同一または相当部分には同一符号を付してその説明を省略し、異なる部分のみ説明
する。
【００２１】
本実施形態の雨水浸透桝において、桝本体２９の壁面部２５を囲って設けられたスペース
形成部材は、壁面部２５の円筒状部４０および底部４２の一方または両方に、一層または
複数の層状に設けられているのが好ましい。
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そこで、図６に示す雨水浸透桝６０では、壁面部２５をなす円筒状部４０の周囲全体に、
第１の実施形態とほぼ同一のスペース形成部材３２が巻き付けられ、さらにこのスペース
形成部材３２の外周全体に、スペース形成部材３２と構造および材質が同じ他のスペース
形成部材３２ｂが巻き付けられており、スペース形成部材３２，３２ｂで二層構造をなし
ている。壁面部２５をなす底部４２には、平たい形状のスペース形成部材３２ａが一層設
けられている。
スペース形成部材を、円筒状部４０に二層，底部４２に一層設けた場合を示したが、円筒
状部４０と底部４２に設けられるスペース形成部材のそれぞれの層の数は任意の組み合わ
せでよい。
本実施形態によれば、桝本体２９の外方のスペース３０が大きくなるとともに雨水浸透桝
６０の外部表面積が大きくなるので、雨水の浸透能力を向上させることができる。
【００２２】
（第３の実施形態）
図７は本発明の第３の実施形態にかかる雨水浸透桝７０を地中に設置した状態を示す正面
断面図で、図５相当図である。
図７に示す雨水浸透桝７０において、桝本体７１は、壁面部２５に複数の第１の貫通孔２
６が形成され、上部の開口部２７に蓋２８が取付けられている。スペース形成部材３２，
３２ａは、桝本体７１の壁面部２５を囲って設けられ、シート材３４は、スペース形成部
材３２，３２ａを囲って設けられている。
【００２３】
桝本体７１は、開口部２７の径Ｄaより桝本体７１の下部の径Ｄbの方が大きい形状をなし
ている。桝本体７１は、下部に配置された円筒状部材７２と、円筒状部材７２の上部に取
付けられ、上方の径より下の径の方が大きい拡径部材７３と、拡径部材７３の上部に取付
けられ、蓋受け枠３６を有する蓋支持部材７４とを有し、三分割可能な構成になっている
。
第１の貫通孔２６は円筒状部材７２に形成された場合を示しているが、拡径部材７３にも
第１の貫通孔２６を形成すれば浸透能力が向上する。桝本体７１を三分割可能にした場合
を示したが、桝本体７１の全体を一体的に形成すれば、部品点数が減少するので好ましい
。
本実施形態の雨水浸透桝７０によれば、内部空間を大きくすることができるので貯水量を
増やすことができる。また、開口部２７の径Ｄaが小さいので、蓋２８のサイズを小さく
することができ、地面部３５で蓋２８が邪魔になることが少なく、美観的にも好ましい。
【００２４】
（第４の実施形態）
図８ないし図１２は本発明の第４の実施形態を示す図で、第１の実施形態と同じ材質から
なり他の各種形状を有するスペース形成部材の例を示している。
図８の（Ａ），（Ｂ）は、それぞれ他のスペース形成部材８０の平面図，正面断面図、図
９，図１０は、それぞれさらに他のスペース形成部材８５の組立斜視図，正面断面図であ
る。図１１はさらに他のスペース形成部材９５の斜視図、図１２の（Ａ）はこのスペース
形成部材９５の平面図、図１２の（Ｂ）はこの正面図で一部を断面で示している。
各スペース形成部材８０，８５，９５は、桝本体２９の壁面部の少なくとも筒状部を囲っ
て設けられ、前記壁面部の周囲にスペースを形成するような形状を有し、かつ複数の第２
の貫通孔３１が形成されている。
図８（Ａ），（Ｂ）に示すスペース形成部材８０は、釣り鐘形をなしており、その底部は
開放され、上部には桝本体２９を挿入するための穴が形成されている。内側面には複数（
たとえば、６本）のリブ８１が、中心方向を向いて放射状に一体形成され、リブ８１の下
部には、桝本体２９を支持するための段部８２が形成されている。
図９，図１０に示すスペース形成部材８５は、有底筒状の本体部８６と、本体部８６の上
部に固定される蓋状部８７とを有している。本体部８６の下部には大きな穴が開いており
、蓋状部８７の中心部にも、桝本体２９を挿入するための穴が形成されている。
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本体部８６と蓋状部８７の内側面には、複数（たとえば、６本）のリブ８８が中心方向を
向いて放射状に一体形成され、リブ８８の下部には、桝本体２９を支持するための段部８
９が形成されている。
各スペース形成部材８０，８５は、射出発泡成型またはインジェクション成型により一体
的に形成されており、これらの成型法では、金型で第２の貫通孔３１を同時に形成するこ
とができる。
このスペース形成部材８０，８５は、リブ８１，８８が一体形成されているので、全体的
に強度が大きくなっており、地中に埋設した状態で外力がかかっても変形することが少な
い。
【００２５】
図１１，図１２（Ａ），（Ｂ）に示すスペース形成部材９５は、全体的に花のような形を
なしており、その中央部には凹状支持部９６が一体形成され、下部は波状の脚部９７にな
っている。
凹状支持部９６は、桝本体２９を挿入して支持するために、桝本体２９の外形に対応する
形状をなしている。脚部９７は、波状であるので強度的に強く、また凹状支持部９６にか
かる荷重を支持することができるようになっている。
このスペース形成部材９５はブロー成型により一体的に形成されている。この成型法では
、全体が一枚の板で囲まれた成型品になっており、第２の貫通孔３１はブロー成型後に形
成することになる。スペース形成部材９５は、花のような形状で表面積が大きいので、雨
水の浸透能力を向上させることができる。
成型品である上述のスペース形成部材８０，８５，９５を使用すれば、これらのスペース
形成部材８０，８５，９５に桝本体２９を上方から装着して組み込むことができるので、
スペース形成部材を桝本体に巻き付ける必要がなくなり、雨水浸透桝を容易に製造するこ
とができる。また、雨水浸透桝の外側の表面積が大きいので浸透能力を向上させることが
でき、雨水浸透桝の内部空間が大きいので貯蔵可能な雨水量を多くすることができる。
【００２６】
第１ないし第４の実施形態で説明したように、シート材３４が第１，第２の貫通孔２６，
３１や底部４２の穴を覆っているので、砂４６，４７が雨水浸透桝２０，６０，７０の内
部に入り込むことはない。砂４６，４７の空隙率は小さいので、砂４６，４７の空隙に穴
４５の周囲の土５４が入り込むことはほとんどない。また、砂４６の層の上面５１はシー
ト材５２で仕切られているので、上部の土５３が砂４６に混じり合うことはない。したが
って、砕石を使用しないでも、雨水浸透桝は、常に所望の雨水の浸透能力を発揮すること
ができる。
雨水浸透桝２０，６０，７０は、その外面部にシート材３４を巻き付けており、また、従
来の砕石に代えて砂４６，４７を雨水浸透桝の周囲の空間部に充填するので、穴４５の内
面に従来のような大きな透水シートを設置する必要はなく、準備作業と設置作業を簡略化
することができる。
すなわち、雨水浸透桝２０，６０，７０を設置する場合には、桝本体にスペース形成部材
が取付けられその周囲にシート材３４が取付けられた完成品２０，６０，７０を設置現場
に搬送し、これを図５ないし図７に示すようにそのまま穴４５の内部に配置すればよいの
で、現場で容易にかつ短時間で施工することができる。
【００２７】
　従来の雨水浸透桝を設置する際には砂と砕石の両方を準備する必要があったが、本発明
の雨水浸透桝２０，６０，７０を排水管路２１に接続する工事の際には、砕石の代わりに
砂のみを準備すればよい。
　砂の空隙率は砕石と比べて小さいが、桝本体２９，７１の周囲にスペース形成部材３２
，３２ａ，３２ｂ，８０，８５，９５でスペース３０を形成したので、雨水浸透桝２０，
６０，７０の表面積が大きくなるとともに、スペース３０と砂４６，４７の両方の平均空
隙率を大きくすることができ、雨水の浸透能力を向上させることができる。
　砕石と比べて砂は軽量で取扱いが容易なので、運搬や施工時の作業者の負担を軽減する
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ことができる。従来は砕石を使用していたので、施工後の余った砕石の処理に困っていた
が、本発明では余った砂を宅地に残しても何ら問題を生じない。
【００２８】
従来の雨水浸透桝で「やしの実」の繊維を用いた場合、この繊維が腐敗し地中のスペース
が収縮して地盤が沈下するトラブルがあったのに対して、本発明の雨水浸透桝２０，６０
，７０は腐敗せずに十分な耐久性を発揮するので、地中のスペースの収縮が生じることは
なく、地盤が沈下する恐れはない。
発泡材を使用していた従来技術と比べて、本発明の雨水浸透桝２０，６０，７０の浮力は
小さいので、大雨の時などに地中の水の浮力で雨水浸透桝が浮上することはない。
また、設置現場で、ホールソーなど加工治具で雨水浸透桝２０，６０，７０に孔４８，４
９を形成することができるので、容易に配管工事を行うことができる。
なお、雨水浸透桝２０，６０，７０の桝本体２９，７１は、ほぼ円筒状である場合を示し
たが、ほぼ筒状をなしていれば他の形状であってもよい。また、施工時に砂を十分に準備
できない場合は、砂と砕石の混合物または砕石のみを使用することも可能である。
なお、各図中同一符号は同一または相当部分を示す。
【００２９】
【発明の効果】
　本発明にかかる雨水浸透桝は、上述のように構成するとともに、板材により一体的に形
成されたスペース形成部材を使用したので、このスペース形成部材は、重ね合わせたり筒
状に丸めたり折り畳んだりして嵩張らないようにコンパクトにすることが可能になり、運
搬や取扱いが容易になる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　図１ないし図５は本発明の第１の実施形態を示す図で、図１は宅地における雨
水用の排水管路を示す概略平面図である。
【図２】　雨水浸透桝の正面図である。
【図３】　図２の平面図である。
【図４】　図２に示す雨水浸透桝の斜視図で、スペース形成部材を取付けた状態を示して
いる。
【図５】　図２に示す雨水浸透桝を地中に設置した状態を示す正面断面図である。
【図６】　本発明の第２の実施形態にかかる雨水浸透桝を地中に設置した状態を示す正面
断面図である。
【図７】　本発明の第３の実施形態にかかる雨水浸透桝を地中に設置した状態を示す正面
断面図である。
【図８】　図８ないし図１２は本発明の第４の実施形態を示す図で、他の各種形状を有す
るスペース形成部材の例を示している。図８の（Ａ），（Ｂ）は、それぞれ他のスペース
形成部材の平面図，正面断面図である。
【図９】　さらに他のスペース形成部材の組立斜視図である。
【図１０】　このスペース形成部材の正面断面図である。
【図１１】　さらに他のスペース形成部材の斜視図である。
【図１２】　図中（Ａ）は図１１に示すスペース形成部材の平面図、（Ｂ）はこの正面図
で一部を断面で示している。
【図１３】　従来の雨水浸透桝を地中に設置した状態を示す正面断面図である。
【符号の説明】
　１６　　雨水管（配管）
　１７　　オーバーフロー管（配管）
　２０，６０，７０　　雨水浸透桝
　２１　　排水管路
　２５　　壁面部
　２６　　第１の貫通孔
　２７　　開口部
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　２８　　蓋
　２９，７１　　桝本体
　３０　　スペース
　３１　　第２の貫通孔
　３２，３２ａ，３２ｂ　　スペース形成部材
　３４　　透水性シート材
　３９　　突起部
　４０　　円筒状部（筒状部）
　４１　　バンド
　４２　　底部
　４５　　穴
　４６，４７　　砂
　５５　　雨水
　８０，８５，９５　　スペース形成部材
　Ｄa　　 開口部の径
　Ｄb　　 下部の径

【図１】 【図２】
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【図４】

【図５】

【図６】 【図７】
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【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】
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【図１２】 【図１３】
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